科学と社会（第７回）http://www.hagiya.org/sci/

2006.11.16　萩谷　宏

現代の科学２　戦争と科学（続）

（戦争による科学技術の発達と科学者の倫理）

（復習）

第一次世界大戦(1914～1918)

　飛行機の飛躍的な発達

　戦車の出現

　空気中の窒素から窒素化合物の人工生成：ハーバー(1908)

　→硝酸塩の製造、チリ硝石の輸入がなくても火薬が生産できる

　　硝酸塩…窒素肥料の原料でもある

　毒ガスの製造、戦線での使用

　後に禁止（1925、ジュネーブ議定書）

　戦後の建艦競争、ロンドン軍縮条約などで制限

　比率の悪かった日本は個艦優秀を目指す。空母、潜水艦の開発

　（日露戦争・日本海海戦での戦勝体験が歪みを生む？）

第二次世界大戦(1939～1945)

　飛行機の戦争　ジェット機、ロケットエンジンの開発

　レーダー技術

　電子技術、暗号解読

　原子爆弾の開発

　1939　ハーン・シュトラスマン（独）ウランの核分裂の発見

　　　　シラード　核分裂連鎖反応の可能性

　1940　プルトニウムの発見、より核分裂を起こしやすい

　1941　マンハッタン計画　ロスアラモス研究所

　　　　1000人の科学者、技術者を動員

　　　　ウラン235濃縮技術、原子炉によるプルトニウム製造、

　　　　臨界量の計算、爆縮装置の設計、・・・

　1945.7　最初の核実験の成功

　ロケット技術　ドイツのベーネミュンデ研究所　V2ロケット開発

　フォン・ブラウン　戦後アメリカへ。米ソの宇宙開発競争に影響

　潜水艦　技術的発展、ディーゼルエンジン、蓄電池、シュノーケル

　航空機の搭載　→弾道ミサイル搭載戦略原潜へ

　海洋調査の進展　大陸移動説の復活、プレートテクトニクスへ

　生物兵器

　日本の７３１部隊の生体実験　責任者はデータと引き替えに免罪

　ナチス・ドイツのユダヤ人虐殺

第二次大戦後

　朝鮮戦争　ジェット機の進化

　ベトナム戦争　北爆、枯れ葉剤散布　…奇形児の大量出産

　残留ダイオキシンの毒性の問題

　湾岸戦争

　・・・

科学者と倫理

　戦争協力の形態　強制、自発的

　魅力…潤沢な研究費、倫理制限の一部撤廃（例：731部隊）

　科学者の政治的な関与

　一般市民と何が違うのか？

　科学者の特性は何か？

　　スコットの南極探検にみる科学者の特性







